
変体漢文訓読に於ける字音語の性格

沼　本　克　明

仏典や漢籍の訓読に於いて使用される字音は,それぞれの独自の伝統や制約に依って,か

なりの規則的な面を持っている｡例えば,仏典の中,伝記頬は漢音,孔雀経は漢音(字音直

読のみ),法華経等は殆んど呉音,漢籍は全て漢音という具合である1) ｡又枕草子や源氏物

語等の和文系作品の中に使用されている漢語は,呉音読語菜を主流にしこれに漢音読語菜を

交え使用しており2),又別の独自の世界を形成している様である｡

これに対して,所謂変体漢文の中に使用されている漢語の実態がどうであるかについては,

従来個々の資料についてのものは多少の研究は存するものの3) ,それほど詳らかにされたと

も言い難い様である｡変体漢文の中でも,所謂往来物等は,前の仏典や漢籍或は物語に比較

して造かに民衆の生活と密接するものであって,いわば,民衆の言語生活に於ける漢語の実

態については,この様な資料を分析してみる必要があるし,又それを通して,漢字音が国語

の中に浸透して行く過程についての一つの見通しも立てる事が出来るのではないかと考える｡

ここでは,主として以上の様な観点から,往来物二点,伝記物二点を主資料に考察を加え

てみたい｡取扱った資料は次の如くである｡

①楊守故旧蔵本将門記:平安後記(1050頃)書写加点4)

②真福寺本将門記:承暦三年(1099年)書写当時加点5)

③和泉往来:文治二年(1186年)書写6)

④高山寺本古往来:鎌倉初期書写7)

｡参考資料:尾張国解文,色菓字額抄

1　各資料の分析

①楊守敬旧蔵本将門記

イ物音の表記

本資料に於ける物音表記は次の如くである｡
もTl廿ゝthふヰ舟Tn     4J十斗tn舟nく十<十<ヤ

埋雄:賀宴g;N′亜誰:揖掛gBco′堀湖宗一'越廼誌の'塞葦:巻雲等cy,'敢茂等N'

1.築島裕｢平安時代語新論｣ 404頁以下

2.柏谷嘉弘｢源氏物語に於ける漢語｣国語と国文学･32年11月,同｢枕草子の漢語｣国語と国文学･

40年11月,同｢更級日記の漢語｣山口大学文学会誌･ 17巻1号,等

3.布施秀治｢古文書記掛こ見えたる語辞の一般考察｣帝国学士院紀事･ 2巻1号･ 2号,山田孝雄

｢国語の中に於ける漢語の研究｣,吉田金彦｢高山寺蔵書札礼について｣愛媛大学紀要･ 8巻1号｡

山田俊雄｢高山寺本古往来に見える漢語｣成城文芸･ 37号o

小林芳規他｢高山寺蔵古往来特集号｣王朝文学･ 12号'等　　　′
4. 5.古典保存会覆製本による｡

6.日本教科書大系及び焼付写真による｡

7.原本調査による｡
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<tT          <十<十心ILr     <心†顧<

迦顎:鮭潅1L,宍cy/慢墜コLn'勝揖:報せLL,CY?'朝聖EQLQ'宰揮:既定宗LD′軽陰等寸′
中ゝ<           <th蔦もlト心ふトむ舟小舟十-h    n ＼JI     Jl

壌辞:開耗ヨrl′敏葦:.5抵慕LDP墜擢:聖堂コ.-･p埴蛍寸CY,′匝il等cy,'軸<53ト'
斗十t>           Jl   ･ヽL4ユケ-･>th

延滞:根鮭等qD′聖詰:載適宜血祭W'樵葦:唄悪等co

上に見る様に類音字表記が多く平安後期の物音表記の実態を如実に示している8) ｡以上の

他に,所謂直音表記が各掛こ亘って見られる0本資料の物音表記で注目すべきは, (むヨウと

表記された例が全く見出されない事である｡字音仮名達でこう表記されるのは鍾韻と蒸轟と

に所属する字であるが,本資料では次の様になっている｡
≠-Eh hHt､>th　卜もr(　　　　　　>心m心　　　　　TTl与iI＼　　　　11<m廿

噛窪:中潮等cy/蛍輩′崇題宍ト'慧瀞忘の′瀞怪忘の'世時宗eq′
ふサ>心く･1小斗十･>･>

唯葦:蘭敢E:co'牒喧巴cq'堪馨EsLD′酢堅吊Ln' Sjeq'

頭子音を有しない字はヨウと表記されているが,それ以外は,直音表記か又はクヱウ,ケ

ウ,レウの如く㊤ウ(㊤ほ-列音を示す｡以下同じ)と表記されている｡この㊤り表記は音

韻史上からは混乱例として説かれが)｡然し乍ら,本資料に於ては,逆に本来㊤ウとあるべ

きものが①ヨウと表記された例は皆無であって,音韻史の流れから言うならば,こちらの方

向-の混同例が見出されないのは不審である｡そこで思い及ぶのが,迫野慶徳氏の明らかに

された,仮名文に於ける物音表記の体系である10)｡即ち,それは①ヤウ･ヤウ:㊤ウ･ヨウ

の如き形で開合を分担し,本来字音仮名達で①ヨウとなるものは,仮名文では, ㊤り表記に
ユかnケzh   ゝtt

包摂せられていたというものである｡本資料では｢喝悪｣ ｢嘩革ヨ寸｣の様に1)ヨまでも㊤

り表記に統一しようとする態度が見られる｡従って,それは単なる混同というのではなく,

表記法の基礎に仮名文の側の影響を考えてみる事も必要であろう｡

その他物音表記で注目すべき点は,字音仮名達でチヤウ･チヤクとなるはずのものが,
心か尽小心QL

｢1ヒ磯誤ト｣ ｢南柵宍N｣と表記された等である｡

ロ　三内捺音の表記
丸ゝ rl           ▲< ･L

ng韻尾は大部分クで表記されているが,その他｢くく儀等eqJ ｢堪胡誤cn｣や無表記の例が
≠ゝ尽ゝふ

有る｡ちなみにuをソで表記した｢冨<忘cqJ ｢誓巾寸N｣の二例が有る｡
'1 <卜･i            Zh Li

n韻尾は大部分ソで表記されているが,中にムで表記した｢粟血SSLOJ ｢虫超cT,ト｣ ｢轟
トLl          tt'<も<尽tl･}か

項等卜｣ ｢灘監宗LDJ ｢選だEq寸｣ ｢匝裏表ト｣の六例が見られる｡その他無表記や｢蟹<

票寸｣の様な例も有る｡
tLゝもhふh卜

m韻尾は大部分ムで表記されているが,中にソで表記した｢嘉4Tl筈.lJ ｢藍等eqJ ｢塞南

宗ト｣が有る｡

以上の様に,例外も存するが,そしてその例外率はこの期としてほかなり高いものと言わ

ねばならないが,倍音二種nmの区別は概して表記上なされていたと考える事が出来る｡

-　三内入声の表記
そかゝ舟

k入声は殆んどクで表記されているo錫韻の漢音表記で, -列音に続く場合のみ｢頃堪cy?
't求

N｣とキで表記されている｡尚古形の｢墾羽ESの｣が見られる.
I)トくTl羊心

t入声は大部分ツで表記されているが他に無表記｢猷趣宍Lf,｣ ｢麗唱等.l｣,ウ表記｢藻塵

8.小林芳規｢訓点に於ける物音表記の沿革｣王朝文学･ 9号｡

9.遠藤嘉基｢吉日は資料と訓点語の研究｣

小林芳規｢鎌倉時代語資料としての草稿本数行信証古点｣東洋大学大学院紀要2 ,等
10.迫野度徳｢仮名文における物音仮名表記の成立｣語文研究･ 26｡
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5hヽ心,i.ゝ4)ヤギ小

講や｣,ソ表記｢社告ヨNJ ｢革饗誤寸｣,チ表記｢喧騒Esや｣の例が見られる｡

P入声は次の様にまだフ表記の方が優勢であり,この期の実態をよく示している｡
七卜Ii七卜く>t4トtトトふ卜

卜脳は: i4GB]ヨト′蟹コB]ESト'据鼎等寸'塾等LL)等∞'留EE一等寸′
･RT､

1トモ､        ヽ･ lトセ､ふ･ト

小職tWzl :壁半ヨeq′鎗塾票,/　轟空論to'
4r､Tギゝ

尚, ｢婁慮S!ト｣は振仮名の位置が前後逆になったものであろう｡

ニ　誤読

本資料には誤読がかなり多数見出される｡
1トtTl与　　　　も<♯ rl　　　　　一打小舟や->　　　　>心1トや　　　　　t=Th＼ Tl　　　　　　､キトi斗　　　　　Znth′ヽ･>　　　　　虫>くさ

世峯等LL,'出掛S!co一姫蛍寸Cr,'魔境等の′ (<儀等cq′担確等寸′蟹<宗寸ー詫刑等cy,′
4)＼<      i       ･F: lト<ふt     ヽゝHi      nLTLt心ヽ心イト＼

硝撒ヨー'寅浜寺や′歴潜∞to′謝誤cq′贈出講LD′撃砕ヨLL)′監謝Eg一′だtF:諾cq′
中ヽ fl■十　　　　　.かヽ-上･ト

森肇等./酢避雷LL,討eq′紳11)

これ等誤読には種々の性格のものを含んでいるが喬のユキ,謁のカツなどは他資料にも同

様な振仮名が見られ,かなりの普遍性を持っていた事が知られる｡この様な所謂百姓読が目

だつ事は,それだけ一層当時の生の姿をのぞかせているものだと言えようか｡

ホ　一語の漢音呉音混読

二字以上で構成される漢語では,上字を呉音で下字を漢音で読むという様な混読は古くは

存在せず,どちらか一方に統一して読まれたと説かれている12)｡但この問題は今までの所あ

まり詳しい追究はなされていない様である｡本資料には既にこの様な読み方がなされた例が

見られる｡
LF､rlとl　　　　　　　モ＼　もヽ｢　　　　　も　lト＼一

箪胡罵N′亜堰等一'(<堪N寸′

本資料の様な変体漢文の訓読にこの様な例が早く見られるには,それなりの理由が有るで

あろう｡仏書や漢籍の様に呉音で或いは漢音で通して読むという様な伝統なり制約なりが無

いと考えられる事,使用されている漢語自体が,仏教語であり官職制度語であり固有名詞で

あるという様に種々の出自を持つもので構成されている事,などが考えられるであろう｡

-　漢音読語菜と呉音読語菓

先述した様に,変体漢文訓読の通例として本資料でも呉音漢音の両様の字音が用いられて

いるが,ここではその割合や性格について考えてみる｡

漢音と言い呉音と言い,現在の段階ではまだその体系的な相違がどうなっているのか明確

でない点が多い｡一応その体系を示したものは有る13)が,かなり強引すぎる面が有って,全

面的に信頼するわけには行かない｡筆者は実際に存在する呉音資料と漢音資料とから帰納し

た所に依って,両者に明確に相違が有るものに限って,漢音と呉音との弁別を立てようと考

える｡筆者の今までの調査の範囲で言えば,これは今後実証して行かねばならない所である

が,一字には必ず漢音と呉音の両用の読みが有るのでほなく,一字に漢音のみしかないもの,

呉音のみしかないもの,が存し,比率としてほ,漢音だけしかないものの方が圧倒的に多い

様に思われる｡

ll.これ等の例について既に山田俊雄氏の御指摘が有る｡ ｢漢字手写の場合の字形の変容について一楊

守故旧蔵本将門記を汽料とする調査の方法とその概略-｣成城国文学論集･ 1輯0
12.築島裕｢国語学要説｣ 212貢,先掲柏谷氏諸論稿

13.注3.引用山田博士著告,藤堂明保｢中国語音韻論と漢音呉音｣国語学･ 16韓,等
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さて,具体的に本稿で取った両者の判別方法は次の如くである｡

本資料の東韻(一等)字を有する字音語は次の如くである｡
中小　一､･･′　　⊥<　　⊥　　　Tl ･Et　　♯　　　Jh lト†　Jh ヽ　　rl th　　　-l　　　>甘

塩(ヤ)'雁(刀)'貿(轍)′ (A (煤)∫ (i (儀)′ (A (檎)'塑(塗)'
+

モウ

明母字は呉音マ行,漢音バ行と必ずしも言えない｡東嶺の明母字は,漢音でも｢壌｣ (漢
モウモウモウ

書楊雄伝天暦点), ｢蒙｣ ｢濠｣ (興福寺本慈恩伝)等マ行表記されているo従って｢瞭｣は
ト▲コウLJ.?

漠呉相同の形と認める｡ ｢東｣ ｢鴻｣ ｢恰｣も漢呉相同である(鴻は呉音グとなりそうであ

るが観智院名義抄に禾コウとなっていて呉音はゴウで,漢音とは清濁の相違のみらしい｡本
ククy

資料では濁点表示無しであるから清濁に関しては不明)0 ｢公｣ ｢公｣は共に異音で,これに

対する漢音はコウである｡以上から,東韻(一等)字は,漢呉相同でどちらとも決定出来な

い字四字,呉音読した字三例一字,漢音読したものは無しという事になる｡ここで語桑とし
I+

て見た場合,熟字のもう一方の読みが問題となる｡ ｢土｣ ｢基｣は共に漢呉相同である｡
ケムク

｢廊｣ ｢務｣の二字は共に呉音であって上位要素の｢公｣と共に呉音で統一されている(但
チイ

し廃字の右側に加えられているコという読みの由来は不明である)0 ｢庭｣は漢音である｡呉
zh lト■T

音はチヤウ(高山寺本貞元華厳経音義など)である｡従って, ｢(H埋｣は漢呉混読語葉とい

う事になるのである｡従って,結局以上の七例の語葉は,漢呉不明語菓四例,呉音読語嚢二

例,漢呉混読語菓一例という事になる｡

以上の如き作業を操り返して全語桑の漢音読語葉,呉音読語葉の割合を調べると,次の様

になる｡

漠音読-42例,呉音読-44例,混読3例,漢呉不明-192例,

②　真福寺本将門記

イ　物音の表記

本資料に於ける物音表記は次の如くである｡
Jhm七､>th　･ゝm上　　　　も寸土>ユ　　　　　　　　ニn Tl一ト　　　-Tlユキ小　　　　　　　もト十.ヽ　　　　　　　　JhbYも十

軍歴:密室cDgj'渠歯冠'豆朝憲′感帝:寒剤岩′嘩悪≡′塞碓:轟崖芸′灘確.･朝蟹等'
<･ヽTl ゝ　　　く十･ゝn＼

舘揮:教要害′緋駄芸′　醤葦
thト　　　　　　　　　･ゝ中十<　　　　　　　　　　Tlべもサケむ　　　　　　　　　む･ゝ->か　　　つn=トキ廿　i;廿日

宰葦:H一軍票呂′嘩礎.･要塞弐′迩辞車:賦　建莞′迩摩琵:評定票'嘩畿≡一膳癖害'
もトもくも　　　　　　　　や･ゝtnも　　　　･hmth　　≠rnh　　　･ゝ<･ゝnth　,ヽnth

蜜群:窟鮮≡′蓉諸.･健弊害′喪蛍≡'幽ヤ5'牒華言′葛器′

上に見る様に,物音は｢賞｣の｢正｣表記をのぞき全て仮名表記されている｡ ㊥ヨウ, ㊨

≡, ⑳ワィ, ①ユソ, ⑳ワン, ⑳ワ, ①ヤ, ①ヤウ,クヰウ,クヰヤウ, ⑳ワク, ①ヨク,

の形が現われており,物音表記の範時としては,早期の極めて整ったものの一つと言う事が

出来る｡特に｢シュン｣の形で頭摂歯音字が纏まって表記された例は管見の範囲では最も早

い資料と思われる14)0

本資料には,径)ヨウを㊤クと表記した様な例は見られないが,逆に当時の音韻変化に沿っ
くもnb

た方向での｢堰献言｣ (別筆)が有る｡これは,エ7--ウ-ヨウの変化を反映する早い例

の一つと考えられている｡

ロ　三内倍音の表記

本資料の三内倍音の表記についても既に屡々ふれられている15)｡次の如くでこの点でも極

ヽr廿.ヽTl ヽ　　　　　　　　　もトゝ.ゝ　　　　　　や､ト＼　　　　　　　　　　　thトヽ

埜卓ヨ'恩揮:配置等'頃郵岩′零誰:<僻等'
Tlべもサケむ　　　　　　　　　む･ゝ->か　　　つn=トキ廿　i;廿日

14.沼本寛明｢高山寺本古往来の音韻｣高山寺資料叢書第2冊｡

15.岡田希雄｢将門記の訓点｣立命館文学･昭和10年7月,平井秀文｢承徳本将門記の訓点｣国語国文
･昭和10年9月,等
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めて纏った表記法が取られている｡
>ゝ        ･}Tnゝ       Qtすユくゝ

ng韻尾は｢望jg≡｣ ｢聖顔買｣ ｢虫朝憲｣ ｢<罵言｣の如くレで表記され, uとの相違を

示そうとしている｡但しクで表記した例も多い｡勿論梗摂の漢音表記はイである｡
t･ゝトtI ヽJh>

n韻尾は｢雲腰湯｣ ｢楳EE:宗｣等の如く例外なく｢>｣で表記されている.別筆仮名には
烏へn<       NL{QLす+か4I<ふヽ

｢盤轟琵｣ ｢賦始琵｣ ｢嚢酬≡｣の様に平仮名の｢ん｣が用いられている｡
ゝ心阜かも<

m韻尾はムで表記されている｡但し別筆仮名には｢蟹堪賀｣ ｢僧轟害｣の様にウで表記し

た例が有る｡

mとnを混同した例は見出せない様である｡

-　三内入声の表記

k入声は大部分ク表記であるが, -列音の次に位置するkは本資料でも㊤キと表記されて
rrt<4)舟>臥

いる｢蛸壷≡｣o尚, ｢鯨肺≡｣ (肩掛)は〔rikkai)の様な促音を表記したとも考えられる

(教は漢音リク,害は漢音カイと清音)｡
く≠net長tt

t入声は大部分ツ表記であるが｢十轄鼎｣ (別筆)がチ表記, ｢寂凝議｣ (別筆)がり表記,
'Teh>TIゝ

｢墜要望｣がソ表記されている｡
ヽ卜t(ミヽ-ト食ゝLト･>

P入声は例が少ないが,緯韻の｢鑑ヨ｣ ｢轍由≡｣は二例ともフ表記,帖韻の｢撃墜ヨ｣
か>･hト心くもTA小

｢鎗塾弐｣,菓韻の｢棋榔｣は共にクで表記されている｡り表記は共に別筆仮名と認められる｡

ニ　誤読

本資料にも次の様な百姓読に類するものが見出される｡
't Y l卜ゝ　　　　t卜<中舟　　　　　やh tト十　　　　　も廿心<

郡冨′君粟∈'蛸壷≡′離増悪16)一思堪慧′滞審≡′

楊守敬本にも同例が見出されるものがある｡

ホ　漠音読語菜と呉音読語葉

本資料の字音も漢音呉音が併用されているが,一語を漢呉で混読したものは見られない｡

先にならって,語菜の性格を見ると次の如くになっている｡

漢音読24例,呉音読7例,漢呉不明70例,
[1･トnh

尚, ｢出窪害｣は裏書ではジウリソと漢音で読んでいるo　これは当時,人に依って読み方

が揺れており,語葉音としての固定がまだ完全でなかった事をうかがわせるものであろう｡

(診　和泉往来

本資料についても既に多くの論考が公刊されている17)｡それ等を参考に簡単にふれる事に

したい｡

イ　物音の表記

本資料の物音表記は次の如くである｡
′ゝ ヽ=､ rl t､

葡撲: <醍器'
嘆r(ミ　　(♯噴

養群:壁望′髄東軍
二十小n　　　　　小tl　　　ギ十♯n　　　斗11･ゝ　　♯m　　　　　舟｡くす　　　　　嬢斗n　　　　-tlthヽ　　　もむ-n　ふゝ-¶心

境葦:壮盛男'令東雲'埋噸岩'唾寸'堪稚巴′塵叫右記′撒霜害'蝶皿K宍'嘩墾寸′断簡

三･ :{.償∴:･ I-l二三_二　　　　　　三I -i :.;-=三~三･忘一二･三:_-llI三･戯言._-/く-/主三
三ヽm

16.岡田氏はこの｢カツ｣を観智院本名義抄の｢渦状卜≠糾｣に依って必ずしも誤読とは言えないとされ

るo Lかし,名義抄の和音には｢空堅いth(卓J11 1El)｣ ｢媒恥廿(出トEI十哨)｣の様に誤読と思われ

るものが含まれており,全てを信用する訳に行かない様である｡
17.遠藤嘉基｢高野山西南院蔵和泉往来について｣語文研究10号,等一連の論文｡福島邦道｢和泉往来

字音十則｣訓点語と訓点資料28韓｡等
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時~入奇〈 学入司〈、 λ者、r<入そ〈、「 今〈、r=、λ

lR曙:t露呈'塑i轡言P 抱寝 吾盤2P願盤RP7ヨ盤55P翠:ltヨ
ミト"令剖 ~ さくλ司〈入、 11< 之、<>恨 樋ゃn 鴇 弓〈、「

W~樫 : l援制2'隈関口PE器qzfp 霊騒:1 t堅ω，lIt自|笹ト F E妥遣さ'剰感呂F
くイそ〈 モ〈 そく 者.， ホ入持 、ぞ樋

判騒:当十詳~' ~er~' 岨5Eさ'様件、岱 P 三仕掛453F ポ誼 王I!!!.~語
ト ト入 ぶ争さ〈ミト e¥十 ~-t-ぶキ "λ~ ，，<>~ ~λ そく

性差騒*4E~尽 58' 寝室幸宝'liì1f仲gp 霊会容 量語。:ヨ掛 P 誕記包'盟皆吉
やλ制入 母1合、キミ ふλ剖 制 択も 剖=、入吋 入 制 お 剖 、，，<>剖 剖<> 剖 ムャ

~酒:矧~時 記， j魁~時ETE' 組側詫'斗~~r 斗:lttまSF 相虫， 4封橿~ ~ ~話相ヨ， 1陸25'記謹
斗〉、 三、 4ト"トャ剖 ~..-もふr< 弓〈、台、? 奇正、くる

言PS室長吉P粧困呈'出紺〈嵩'制;!;EE 轍極 鑑E525P謹訓53'
ぶ十そ耳、 Eど ぶ 4ミ 也~ r<入 ，~<> Hj 1>( 

里監騒司U : :誌罫空 機誼 :lE運送話 P ドー栴~~' ~t拠EP 同暗雲

、E谷町、7、 そ耳 、ァむ

也E搭:t1!lCQ:::'単組E'
州市、ャ

制E揮醤匹S'ヨ田空P

ト ギ ト

T、'"-t--t> 

t区離:~~虫
，，=~←、

号室患:ぬ幽豆

7、争、
ι7、会、や令(，;、争.. ::--) t< -=-~伊毛〉

~曙:覇者!È ~'断~∞

上記の様に類音表記の方が多く，文治二年当時の表記の実態、を如実に示していると言える。

以上に取り挙げたものの他に，所謂劫音の直音表記が各韻に亘って顕著であるが例示は省略

する。これ等の劫音表記で注目すべきは， 0)ヨウ形の表記が「開J i睡」の他は見出せない

事である。 i慮」のリヨウと有るのは特異なものである。本来字音仮名遣で④ ヨウと表記さ

れるのは，鍾韻字，蒸韻字であるが，本資料の両韻所属字の表記は次の如くである。
キミ:、"<>、会そ、ひ令7、 4討会、:、 <(、" おむ m ;\{>ト、主r<キ~;、ご、、 m会-

堅調極 :1聴者i言'三i記邑'誕igEP長正幸長室， IT1まぎE3'き量処ヨ'容認制RP1窪EP士R醤E'燦々 ;さ
m ，、長<>、会m<> 、岳、ぶ〉、=、i:I-t:-

トffiR接lFrt水株主， ~!!p露呈'-<慰 F5
~1>-- n-t:-t<入 " ，、 7、 示会 7、会ふ 相会 与3令'"、-t:-.:"¥ m会予、

縦揺:(家々日 P お三重三 P 司~!lÇ~語 P 出EP量きおのPホヨ包，.~~~，. {三EZP世記

頭子音の無い字は全てヨウと表記されている。但し「応」のヲウは呉音形で介母の落ちた

もの。これに対し，その他は所謂直音表記か(この中には呉音本来の形も有る，例えば持は

名義抄に「禾コウ」と有る〉又は@ウ表記になっている。この表記形態は先述した楊守敬本

将門記と共通する所が大である。本資料にも又@ウとあるべきものが②ヨウと表記された例

は皆無なのであって，単に音韻上における混同と言ってしまうわけにはゆかない。仮名文に

於ける劫音表記の体系と共通の基盤が考えられねばならないであろう。

ロ 三内接音の表記

ng韻尾は大部分がウ，イ(漢音〉で表記されているが，他に「附おトJ i足踏白J i臣官選

言」等の様にレで表記されたものが合計19例見出される。

n韻尾は大部分レで表記されている。ムで表記されたものに次の諸例が有る。
ぶ~トイヘ トイ n 令 今令、 ~~ M~、~ 令、4 く-1~耳 、、"，~.

ki紙く弐ミ3P}同々言'重量<~詰'蒋ヨ自， ~同~~' ~費マ罰P 直話完'当十重jjÒ~' 1~.嬰言 P 国重臨ヨ
ト~司、，r< τ士、，~-4

i訴さ， ¥it里遺55
又ウで表記されたものに次の諸例が有る。
ふ をトさ〉 キー〉ホー〉 、.-t'-~ ~、 、t:-->剖

男E幽SF旦掛宝P 雲嶺539額制2

m韻尾は大部分レで表記されているが，次の様にウ表記が目立つ。ム表記は一例も無い。
ホ令、 v、lト や-， 弐ャ令 余=-t'- ~)、 11 {> m ~、雫 令 子会 7、 、令

去さまさeXr1ト司岡 田' 井英誕!l[;?:l '器1tSF 期出~'MiIR饗J Eず宣誓日3P 日告

上記の如く，既に指摘されている様に接音mnは共にレで大部分表記されており，音韻の

統合を反映したものと見られる。レはng韻尾の表記にも見られるが，次に述べる入声韻尾の

表記にも多用せられている。

ハ三内入声の表記
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k入声は㊥ク, ⑳ク, ①ク, ◎クとクで表記されたものが大部分を占めるが,音韻,錫韻
ふ舟>ゝ      >心ふ舟ギ舟>eL4)朴

の漢音表記は｢熱張喜｣ ｢塵覇≡｣ ｢轍塵≡｣ ｢発言魯e3｣の様に㊤キ,職韻の呉音表記も
･}ヰも')4･      ,>舟

｢那密≡｣ ｢瀬田宗｣ ｢屯】屋E2霊｣の様に①キ,とそれぞれキで表記されている.この他に
舟心尽ヽ求七､叔

｢将壁≡｣ ｢朴壁LL,｣がウで表記されている.
本中,ゝ≠もtlケ十≠rゝ      ≠く:I     LL小tl;I

t入声は大部分ツ表記されているが, ｢財棋聖｣ ｢1鼎LDJ ｢1姓Eg｣ ｢1盤聖｣ ｢吏憩
も＼中T(ゝ<十尽＼･ゝ    .Rヽn心斗ヽ･ゝ    ≠く＼阜＼一ゝ

≡｣の様にチ表記,或いは｢瞥害｣ ｢チ召墜ES｣ ｢珊oc=｣ ｢仲基害｣ ｢騒cr)｣ ｢1嶺聖｣ ｢廉
く＼T(十斗ヽ4hト十･ヽゝ≠

ヨ｣ ｢]要酪≡｣ ｢雷撃ヨ｣の様に符号レで表記されている｡又無表記の中｢礁監ES｣は高山

寺本古往来にも共通して見出され,単なる無表記ではなく,音符に引かれた百姓読みであろ

う｡
･>卜r>卜ヽ･h

P入声は大部分がウに表記されてしまっている.但し緯韻字に限って｢駐十芸｣ ｢ヰ麿≡｣
(十十ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へヽrlゝ4)ゝ　　　　ゝ　rbet　　　　　　舟･Rh fIゝ本ゝ･)lト

｢駄d害｣とフで表記されている｡この他に｢僻r<≡｣ ｢r<刷∈｣帽ユ車…ヨ｣ ｢輯韓諾｣
も4LTlゝ

｢幸鼎宕｣とレで表記されたものが目立つ｡
nh         anJhゝ       thゝ       Qtゝ       q.t>札t･もヽ ゝキもゝ

符号レは,他に｢拒∃≡｣ ｢塞皿K宍｣ ｢mK罵｣ ｢嘩ヨ｣ ｢還鴬≡｣ ｢謡相賀｣ ｢甑粗票｣
トヽ;h心tZ1ゝへヽユヽ       ゝヽ(臥

｢轟く要害｣ ｢湘埋害｣ ｢定言｣ ｢卜毒害｣の様に長音やu母音の表記にも頻用され,音韻と

重複対応していると見られる点は注目に値する｡

ニ　誤読

本資料にも,楊守敬旧蔵本将門記と同じく誤読がかなり多い｡
くゝ　　　くゝ･ゝ　　　　t卜ゝttゝ　　Jhtf:す　　　くゝ心>　　　くす果>　　　　賠　　　　卜十}ヽ　　　D　山　　　　中.>.V

掛iく担記′哀願転′湘軍喜′米華≡'凝掛≡′牡照tg'屑塩等′噛輩だ′ ,FS2品票'蟹ヤ宗'
ヽ一心tt ゝ　　　　中.糾卜　　　　小　tL心　　　IRヽ･R,Tt,　　　山コ七､　　　.ゝゝ小　　　　　もヽ-b心

霊巌宍′乾燥≡′薪輩琶'牽琵ヨ′轟盟害′礁監ES′蛋題SS

この様な誤読の原因は,ここでも種々である｡単に本資料のみの例の他に,謁や泥の様に

他資料と共通する百姓読みも存在する｡

ホ　一語の漢音呉音混読

本資料には次の様な濫読の例が見られる｡
Il ゝゝth thゝiJ H lト､丁　　　　もヽ一山　　　　キ･ゝ車ヽ　　　Jh'丁卜中

堅敬慕'罷轟だ′澄田志'繋雅等′闇ヨ宗′忘憂S3 (頂の左側の丁は呉音チヤウの群青表
卜

記で右側のティとの漢呉混読を避けようとしたものか,霊のヤソはりの脱記,納のタイは

内に依って誤読したものであろうが一応漢音形と見る｡)

かなり多例が見られる｡本資料は,既に指摘されている如く18),全体に誤字や脱記が多く,

又誤読も多いのであって,反省的な思考･学習の結果を反映したものではなく,かなり勿々

の加点と思われ,それだけ一層これが当時の生の姿を示しているものと受け取る事が出来よ

う｡

-　漢音読語菜と呉音読語葉

木資料にも漢音と呉音とが交用されているのであるが,先にならって,語菜の数量で纏め

てみると次の様な結果となる｡

漠音読-156例,呉音読174例,混読-6例,漢呉不明-356例

ト　その他の事象
卜心AJガ舟

その他注目すべき事象として,字音のア行ワ行音が-行表記された｢厳戒諾｣ ｢匿鞄詔｣
>中-トAJ

｢職場或弐｣の例が有る事である｡これ等の例は,所謂-行転呼音を契機に成立したものであ

18.遠藤寡基注87)引用諸論文｡
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るが,注目すべきは,和語での現象が字音語にまで持込まれている点である｡この様な資料

での発音がもはや原音の姿を止めず,和語と区別の無いものであった事を反映している事象

であろう｡

又その他に,本資料には長音表記が多い｡
i)､TT<　　　　,ゝヽ- rl ゝ

淋軽石′脚JJト
ト七m心　　　卜心D　　　　ふヽ-n心　　thやコm t>小作ミ　　　　も＼　　　-Tnも＼　　　帆3)､もゝ　　卜tL Tl :ヽ　　　　　　Tlt召

推称≡'厳蝿S3'断噸ヨ'嘩嘩寸′嘩慣ト'嘩当'蝶dK宍'蜜輔宍′　K･三'恥∃≡′騒牽
くi
Cq

特にuやoを長音として表記したものが多いのが特徴である｡加点者の口語が顕現したも

のであろうか19)｡

④　高山寺本古往来

本資料についての分析は,拙稿｢高山寺本古往来の音韻｣ (高山寺資料叢書第2冊)に述

べたのでここでは省略する｡但しそこでは漢音読･呉音読各語菜について触れていないので,

改めて統計を取ってみると次の如し｡

漠音読182例,呉音読-55例,混読-なし,漢呉不明-226例

2　変体漢文の漢語の音の性格

以上繁簡相同じからざる記述ではあるが一応諸資料の字音語の読方についてながめて来た

ので,ここで纏めてみる事にする｡

まず語菜に於ける漢音と呉音の割合は次の様になる｡

上表は一応の目安に掲げたまでで,冥福寺本の様に全部で100例しか振仮名が加えられて

いないものも有り,又振仮名が加えられねばならない語菜にはそれなりの理由原因が有り得

るはずであるから,自ら既に割合の偏向が内包されているとも考えねはなるまい｡しかし,

それにしても,楊守敬本以外は,圧倒的に漢音読の方が多い事は看過出来ない｡この事は,

柏谷嘉弘氏が明らかにされた所謂和文系作品,更級日記,かげろう日記,源氏物語,枕冊子

等に使用されている漢語とは丁度逆の比率を示すのである20)｡ここから,筆者は,変体漢文

に使用された漢語は,和文系語脈に使用された漢語とは別の流れを形成するものと考える｡

19.本資料に俗語的性格が強い事については注(17)引用の遠藤博士に御論有り｡

20.注2引用諸論考｡
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勿論これは一面から言うならば当然とも言える｡漢語という観点から見た場合,変体漢文は,

それ自体の性格からして,新しい字の組合せ方による新しい漢語を無限に発生させる力を内

包し,又仏典からも漢籍からも,異種の出自の漢語を取り込み得る融通性を有すると考える

事が出来る｡柏谷氏の指摘に有る通り,和文作品に共通する漢語の読み方は,一作品で呉音

読みのものは他作品でも必ず呉音で読み,漢音で読んだという様な異った読み方はなされて

いないのである｡これは,これ等の作品に使用された漢語が,伝統的なもので社会的な基盤

と広がりの上に成立しているものであった為に,既に完全な語葉音としての固定化を完了し

ていた事を示す事象であろう｡これに対して,変体漢文に含まれる漢語は,勿論和文系譜脈

に使用される如上の漢語も一部の構成要素として含まれる事は言うまでもなく,従って,そ

れ等の語菜は変体漢文の中でも和文の中と同じく固定した姿を見せるわけであり,亦仏典な

り漢籍なりに出典を持つ漢語はそれぞれの出自の読みを踏襲する面が強いであろうが,それ

以外のいわば変体漢文独自の漢語-それはまだ多分に非社会的･非伝統的な性格を有するで

あろう-の読み方は一体どの様であったかを考えた場合,本稿で取扱った範囲内で敢えて一

つの方向を出すとすれば,総じて漢音で読まれる場合が多かったと言い得る｡尤もこの点に

は楊守敬本とそれ以外との間には一つの断層が存する様に思われる｡

楊守敬本と真福寺本との漢語を比較してみると,次の様な例が見出される｡
■h hも　　　　　<　心ヽ･　　卜　もヽ･　　　　七卜　　　　　ヽ･卜

鮮肺一顧粧'f酎116一宮手折轍3]一頼[E]

これは,楊守敬本で呉音読されたものが,真福寺本では漢音読された例であって,明らか

に,呉音-漢音の交替が起った事を示している｡偶々これ等三例は仮名が加えられてその交

替の判明したものであるが,全体的に楊守敬本では呉音読が優勢,真福寺本ではそれを漢音

で読む傾向が強かったと見得るのではないか｡先の統計表で,楊守敬本での呉音読の比率が

漢音読のそれを上回っているのはここに起因すると考えられるであろう｡そして,真福寺本

以後の三資料が共に漢音読語菜の比率が20%以上有り呉音読をしのいでいる事に依って,こ

の両者を境に漢音読優勢の方向を辿ったと考えるのである｡

ここで如上の事を含めて,各々の漢字について更に詳しく検討してみる事にする｡

まず,楊守敬本で,漢音と呉音とで読みの異なる字が,二例以上使用されているものを取

り出してみると次の如くである｡
t> lト十thゝnへi;も≠中t>            ･ゝ     ･}

･'ttq (-(<磯･ -'.N儀･ (<櫨)　　皿(恒皿･褒皿)　　饗(rL-増･伍増)

♯十　　　斗ふ　　　　　　　　　R十七　　　心　　-Etも十　　　　　　　　<　も十　　11

揺(塀胡･横田)　　嘩(敏昭･胡雌･嘩堰)　　屠(膚紺･回絹)
tn十･ヽ･>　阜<･＼ヽ　　　小谷<＼　　　　　　　　H ヽ　トヽH＼　　　　　　　1トーLrtt lト.>トキ

< (蟹<･滞<cq･冨<)　　暫(顔･金額)　　預(預超･報U)
>->く　　T(ゝく　　　　　　　　　T,心　　　rrや　　　卜与　　　　　　　　　　や寸土<　心ヽギヤ

哩(醒匿･髄昭)　　増(要岬･悪轍･贈,3)　　鰹(傑嘩･寒鰹)
iJt　や十中ゝ　　　Jl　　･＼-寸　　　　　　･ヽ　ト　　　　ト　　　　　　　　　　羊か　　　　<i;ヽ

潔(史慮･婁慮･載車載血　　潮(振瑚･頼朝)　　雑(雑N･雑堪N)
･i廿>小　　七　　　　　　　　　　　　　　大ト　　⊥　七卜

壁(l瑚申･駈矩)　　佃(強d･蟹佃)

漢音読のみの漢字は,施･気･人･怨･馬･清の六字,呉音読のみの漢字は,公･烏･武

･逃･猛･皇･邑の七字･両様の読みの有るのは目･政･謀･留と限られて来る｡

真福寺本では次の一字のみ当該例となる｡
41､丁　　　　　4J､丁

尚(柴慮･軽慮)

和泉往来では次の如くである｡
n七.　　Jh l卜廿　　　　　　　　　,ヽヽ-Tl:ヽ　4一心nLh　　斗<Tl･ト　　　　　　　　　　n二ヽミ､T n七･Jntt

愈(帝N ･命数)　(i (削(1･迩(H･森(A)　　足(足魅･足藁)
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美 ( 美 酒 ・ 美 酒 ・ 制 美 ・ 美 艶 ・ 工 美 ・ 美 麗 ・ 華 美 ・ 美 操 ) 気 ( 霜 気 ・ 御 気 色 ・ 気 色 〉

グ ン ヒ ヒ ヒ セ ウ ヒ リ ン ヒ ケ ン ヒ リ ウ ト ケ ン ト

微 ( 窮 微 ・ 徴 ・ 微 少 ・ 徴 溜 ・ 徴 谷 ・ 徴 阻 ) 徒 ( 僧 徒 ・ 賢 徒 )

ス ン ト セ
イ ト ト ト セ イ ト フ ウ ヒ ム モ ン ム

途 ( 首 途 2 ・ 世 途 ・ 途 中 ・ 前 途 ・ 政 途 ) 無 ( 無 為 ・ 無 文 ・ 元 常 〉

ソ ウ ケ セ ウ ケ

り キ ウ ケ ケ ガ イ ヒ サ イ チ ン セ イ

タ イ セ イ ロ セ イ ト

計 ( 勝 計 ・ 称 計 ・ 量 計 ・ 勝 計 ) 制 ( 制 美 ・ 細 陸 〉 世 ( 世 帯 ・ 世 路 ・ 世 途 )

ハ イ ン ヱ ン ハ イ ス 火 イ 火 イ

梅 ( 梅 枝 ・ 塩 梅 ) 廻 ( 数 廻 ・ 五 六 廻 )

セ ン 火 イ コ ン 火 イ セ イ 火 イ ス ン 火 イ タ ン 火 イ チ ク 火 イ 元 イ 源 火 イ ア ン 火 イ

懐 ( 拙 懐 ・ 懇 懐 ・ 清 懐 ・ 述 懐 ・ 丹 懐 ・ 蓄 懐 ・ 懐 ・ 起 骸 ・ 陥 懐 )

シ ン リ a ウ シ ン リ ン シ ン セ ゃ シ ン イ チ i v y
ン ゾ

ン シ ツ

ル イ シ ツ シ ツ

人 ( 人 間 ・ 人 倫 ・ 人 跡 ・ 人 命 ・ 桐 人 ・ 野 人 ) 日 ( 不 日 ・ 累 日 ・ 日 車 〉

キ ン レ 予 ム コ ウ シ コ ン カ タ コ ン フ ン ソ グ ム モ ン ン フ y ゾ ウ モ グ

勤 ( 勤 王 ・ 動 公 ・ 資 勤 ・ 俗 勤 ) 文 ( 文 織 ・ 無 文 ) 物 ( 珍 物 ・ 什 物 )

サ ン 火 ヤ ン サ ン ヲ ン セ ン ヰ サ ム シ ン ハ γ ハ イ カ ツ ザ ン ア ツ

山 ( 山 輩 ・ 霊一 山 ・ 思 山 ・ 為 山 ・ 山 頂 ) 発 ( 進 発 2 ) 謁 ( 拝 謁 ・ 参 謁 )

火 火 ィ 、 セ コ 、 カ カ ン カ カ 尺 ス ン

和 ( 和 風 ・ 温 和 ) 馬 ( 怠 馬 ・ 胡 馬 ) 下 ( 愚 下 ・ 閑 下 ・ 下 若 村 )

火 タ ハ ワ ン マ ウ ケ マ ウ 勾 尺 ス ン 一フ ウ シ キ タ ワ ウ エ ウ ワ ウ

望 ( 鶴 望 ・ 本 望 ・ 希 望 ) 若 ( 下 若 村 ・ 老 若 ) 黄 ( 黄 葉 ・ 黄 河 )

セ イ 火 イ セ イ タ ン セ イ キ u リ ウ セ キ シ ン セ キ モ ン セ キ エ イ ラ タ エ イ キ

清 ( 清 懐 ・ 清 談 ・ 清 鹿 ) 跡 ( 流 跡 ・ 人 跡 ・ 門 跡 ) 栄 ( 栄 楽 ・ 栄 期 )

セ イ リ ー ソ セ イ ケ イ エ イ ケ イ レ キ セ キ 、 グ セ ャ ナ リ

ケ イ レ キ リ ャ ク

成 ( 成 立 ・ 不 成 ) 経 ( 経 蛍 ・ 経 歴 ) 寂 ( 寂 冥 ・ 寂 ) 歴 ( 経 歴 ・ 多 歴 )

久 ソ ウ 久 タ ム ワ キ ウ チ ウ キ ウ ヲ ウ キ ツ イ イ ウ ラ ウ イ ウ ケ ン イ ウ

シ ン ラ タ ウ

グ イ ワ ウ

旧 ( 旧 従 ・ 旧 道 ・ 旧 陸 ・ 旧 労 ・ 旧 意 ) 有 ( 有 労 ・ 有 限 ・ 有 身 ) 納 ( 斑 納 ・ 納 陸 )

キ ウ b t ン 生 γ

ヨ ン ウ セ ン ニ ウ 、 イ ユ ン ユ ン ン ケ ウ ケ ウ コ ウ コ ウ

金 ( 千 金 ・ 金 章 ・ 金 烏 ) 任 ( 遅 任 ・ 拝 任 ・ 任 ) 業 ( 道 業 ・ 大 業 ・ 由 業 ・ 成 業 )

キ ソ グ ケ シ キ シ キ

色 ( 御 気 色 ・ 気 色 ・ 色 紙 )

耐 結 城 ・ 開 局 〉 L Y 見 ) 市 料 品 川 英 仲 町 ・ 肖 - w m ・ 融再 ・ 帯 ・ 協 ・ 博 ・ 蔚 ・ 橿 ・ -一焔 ・ 〉 ・ 回 ・ 湘 ・ 苫 ・ 調 ・
l
寸

・ 時 ・ 部 ・ 寧 ・ 米 ・ 詩 ・ 煎 ・ 期 ・ 一 回 ・ 4 州 ・ 輩 " 局 〉 N 。- w w 洞 帆 町 剛 尚 δ 羽 子 局 ) 肺 結 日判 長 田 ・ 斗ハ ・ 叫 十 ・ 訟 一

. 叫ぶ ・ 凶 ・ 開 δ 吋 特 ・ E U J . δ 到 し T 吊 ) 掛 川 伊 九 〉 斉 射 で 潤 ・ 別 ・ 業 ・ 竪 - H 門 ・ 芯 ・ 壬 ・ 幅 ・ 閥 ・ ゆ

- 糠 ・ 険 局 〉 E A Y i m ， 恥 引 が 。

-m E 4 u す 叶 酔 湘 j q F H 湾 局 〉 時 口 八 A， 品 V N V o

そ Y ヨ ウ ハ イ ヨ ウ 島 内γ 包 ハ タ ヒ ヒ サ ワ

公 ( 奉 公 ・ 公 文 所 ) 紅 ( 紅 梅 ・ 紅 葉 〉 美 ( 美 ・ 薄 美 ・ 美 操 )

コ ス ヨ キ

キ

ヒ ヒ シ

期 ( 期 ・ 期 ・ 延 期 ) 気 ( 風 気 ・ 雨 気 〉 徴 ( 微 力 ・ 徴 志 2 )

フ ケ

イ ム セ

イ キ ム セ イ コ ウ ハ イ エ ム ハ イ

武 ( 武 芸 ・ 武 者 〉 歳 ( 歳 月 2 ・ 今 歳 ) 梅 ( 紅 梅 ・ 極 梅 )

ケ イ タ ワ イ ク ワ イ 9 キ ワ タ リ イ コ リ ベ ワ エ

ヱ キ ワ

タ ワ イ タ ワ イ エ

廻 ( 経 廻 ・ 廻 李 ・ 九 廻 ) 会 ( 御 霊 会 ・ 来 会 〉 懐 ( 旧 懐 ・ 木 本 懐 ・ 万 懐 )

チ チ

γ キ ン シ ン ヨ ン チ
ワ フ ハ

γ カ ウ カ ウ ホ ツ

児 ( 毅 児 ・ 親 陀 ) 近 ( 近 親 2 ・ 左 近 中 府 生 〉 発 ( 発 向 ・ 更 発 )

ヱ Y タ ン リ ロ ク エ ン ケ イ ヱ Y シ γ セ ン M V セ リ J サ タ ア ン タ 屯 Y ヲ ン そ ン

遠 ( 遠 郡 ・ 遼 遠 - t u 速 ) 然 ( 自 然 ・ 白 然 ) 文 ( 作 文 ・ 公 文 所 ・ 思 文 )

イ ワ メ ケ イ エ ン 牟

ヤ ク シ ヤ タ

殺 ( 殺 害 ・ 殺 生 ) 馬 ( 乗 馬 ・ 馬 融 ・ 上 馬 〉 温 ( 温 遠 ・ 泣 迎 )

ハ イ エ ツ エ ツ エ ジ メ イ ミ ヤ ウ

謁 ( 拝 謁 ・ 参 謁 ・ 奉 謁 3 〉 明 ( 理 明 ・ 明 朝 〉

ハ ウ ハ ウ ウ ク ハ ワ 均 内 ソ ハ ク マ ウ ハ ワ ハ ウ テ ワ 守 ワ

望 ( 肝 望 ・ 鵬 望 ・ 穆 望 ・ 仰 望 2 ・ 所 望 ) 亡 ( 亡 弊 ・ 有 若 亡 ・ 逃 亡 〉

キ ワ タ ヰ u タ キ ワ タ ワ イ ナ ワ ナ ワ

ナ ワ イ シ

a p h f

旧 ( 旧 山 ・ 旧 懐 〉 納 ( 所 納 ・ 納 受 ・ 京 納 ) 食 ( 衣 食 ・ 食 )

ケ ム カ ム カ ム カ ム

欠 ( 滅 欠 ・ 戚 欠 ・ 欠 失 )

途 〈 途 中 ・ 常 途 )

目 治 時 部 δ タ δ 寝 特 干 仲 間 ・ 山 m- - w 刊 ・ 繋 ・ 持 ・ 議 ・ 憧 ・ 吊 ・ 陣 ・ 部 ・ 溌 ・一 四 月 〉 巴 特 ・ 知 叫 町 剛 湖 周 )

ャ 「 H U M 沖 円 「 J m 胆 A W 5道 ・ ゆ ・ 巡 ・ 意 - h 月 丸 〉 印 特 ・

- H ・ 撤 ・ 調 ・ 腿 ・ 円 - U ・ 温 ・ 同 伴 見 ) 5 1判 t 内 品 V N V 。

」 レ ト

l r 時 蝉 剛 塁 打 穏 肘
U j 門 し T N V 九 円 対 州 川 河 ) 議 行 N H N m o

司 議 九 )
1

側 酬 が 局 ) 掛 川 日 問 料 川 判 長 吟 ・ 務 - M m ・ -璃 ・ 肖
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上表から読み取る事の出来るのは, ①①と②③④とでは漢音読字と呉音読字との比率が逆

になっている｡ ㊥漢音か呉書かのどちらか一方に統一して読まれた字の方が,漢音･呉音の

両方で読まれた字よりも圧倒的に多い,という二つの事象である｡
<心ヽ-

まず①について考えてみる｡楊守敬本で呉音読のみの7字の中, ｢寓摘(真福寺本将門記,
i

高山寺本古往来･色菓字煩抄はブゲイ)｣ ｢車く屠(色菓字類抄フ部畳字に有りブソブと読まれ
七卜･L女卜ヽトfヽヤトJhTIゝ

た可能性が強い)｣ ｢i4d ･悪口幻(真福寺本将門記｢梅山｣,和泉往来｢妹QB]｣,色菓字類抄｢咲
ヽ･心

佃｣)とある様に,武･邑の二字はこの資料のみが呉音で統一されていると考えられ,他に比

して呉音読する傾向が強かった事をうかがわせる｡

総じて,時代が下るにつれて呉音-漢音の交替が多くなり,漢音の勢力が増加する様に思

われる｡すなわち本稿で取扱った資料の範囲で,これを裏づけ得ると思われる例を掲げてみ

れば次の語例がある｡

動静一昨ヤウ(和泉)一一ウセイ(高山寺本･色菓)　八木ハツモク(和泉) -ハツポク(色菓･その他)

教書-クカイ(楊守敬本) -1'タカイ(真福寺本)　　恥辱チエク(和泉) -チソブヨク(高山寺本･色菓)

武芸ムデイ(楊守) -ブダイ(真福寺･高山寺･色菓)

操踊;冨芸:: (真福寺) -ジウけ(色薬･尾張国解文)

珂噴芸苦言ク(楊守･高山寺) -カ輯(色菓･尾張国解文)

魚網ギコマウ(和泉)一軒ヨバウ(高山寺･色菓)　　本邑ホソオフ(楊守数) -ホンイブ(其福寺)

逆例も有るがそれは僅かである｡

孟冬'ミタトゥ(楊守数) -マウトウ(和泉)

次に@の点について考えてみる｡

まず①の楊守敬本では,漢音か呉音か一方の読み方だけしかない字が13字であるに対し,
≠中b.

両様に読まれた字は僅か4字である.この4字についての呉音読された語菜は｢蓮皿｣ ｢‡く
･}4一心<せゝ

商米血｣ ｢雑暴｣ ｢⑳肝｣と全て官職制度語や仕官語に属するものであって,和文中のもの

とも共通するものを含み,恐らく古くから呉音に固定した語菜として,既にそう読まざるを

得なかったものと判断出来る｡即ち,一字について漢呉雨読有る字については,そのどちら

か一方に統一して読み,既に社会的に固定していたものはそれに従うという態度を見る事が

出来る｡この場合,漢音或いは呉音に統一されるという事は各漢字に一昔固定化の現象が有

ったという事に他ならない｡和訓の場合につき, -漢字に-訓が結びついた訓漢字或いは常

用漢字の存在が指摘されている21)と同じ様な事が字音についても等しく言い得るのではなか

21.小林芳規｢上代に於ける書記用漢字の訓の体系｣国語と国文学45年10月,同｢訓点資料の訓字につ

いて｣文学語学58号,同｢国語資料としての高山寺本古往来｣高山寺資料叢喜第2冊｡蜂岸明｢今昔

物語集における漢字の用法に関する-試論一副詞の漢字表記を中心に-(-)肖｣国語学84 I 85韓,同
｢高山寺本古往来における漢字の用法について｣高山寺資料叢書第2冊｡等
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ろうか｡そして,漢音に固定するか呉音に固定するかは各漢字により事情は異っていたと言

える｡但し,比率上からは,先述の①の検討で解る様に,漢音に固定するものの方が多かっ

たと言う事になる｡
Qt叶､ヽ･衣-▼モ､

さて,この様に一昔固定化の事象を前提として見ると,本資料に存在する｢(4埋｣ ｢峯dli｣
モ･ふヽ･

｢嘩堰｣の様な漢呉混読語菜も容易に理解出来る.即ち,公-ク,庭ニチイ,解-カィ,鳥

-ウ,景ニケィ,という一昔固定が有り,それをそのまま読んでしまった為に成立したもの

と考えられる22)｡又,セイ-政≒シャウという結び付きが成立していた為に,既に社会的に
4Jヽ･}t小

官職語菜として固定していたと思われる｢乾慮｣までも本資料で｢セツセイ｣となって現わ
ギ>ギヽ･

れ得るのである. ②の真福寺本にも｢塔慮｣が見られ,同様に考えられる｡

③の和泉往来では一方の読み方に固定した字が32字であるのに対して,雨読の字は13字に
へr71小トヽ★     11ヤヽ

限られる.この13字の中で,呉音読された語菜を拾ってみると｢命数｣ ｢収dJ ｢巌回｣
<　　　　　　　･L nゝ　　　　項もTlヽ　　　　･}心中>　　　　トゝ4)ゝ　　　　　　　ケか　　　　も　t･か　　　　　　>4-～.　　rlゝ心　　　　　　　Tlも

｢厳軽｣ ｢新森｣ ｢整斎｣ ｢主賓｣ ｢EE幸三｣ ｢強剖｣ ｢療劉｣ ｢J&観｣ ｢く鞘胡｣ ｢皿輔｣ ｢肇
n缶･}Jh･

鞘｣ ｢田富｣等であって,仕官語や仏教語が多く,又文脈上仏教関係に使用されたもの(蛋
･h htl九･Rもミ･b TlゝB　も号　　　　も>ヽ　　　Tlか　　　　Tl心ヽ

命義　信　摂南事担･墓室N皿靴･撃稚Nd糊)である｡従って,本資料でも,既に一般化

した語菜はそのままそれを生かし,仏教関係の語などはその本来の出自の読みを尊重する態

度が認められる(勿論漢籍訓読に出自を有する漢音読語菜も有り得るであろうがそれを今積

極的に指摘する事が出来ない)｡この様な例を除いてみると,一字は一昔で通す字の比率が

極めて高くなり,本資料にも亦一昔固定化の現象が認められる｡本資料の漢呉混読語菜もこ
くhq'Qt

の現象に原田が有ると考える事が出来る｡或いは｢<･柊｣なども,色実字類抄などに-チボ
車小吋Qt

クと有る所からモク-木キボクの固定がしからしめたものかと思う(本資料には他に｢恥媒｣

が有る)0

(むの高山寺本古往来では,一方の読みに統一された字が17字であるに対し,両読の字が13
へqJゝ臥･1

字有るo　この13字につき,呉音読されている語菜を拾ってみると｢(<回転｣ ｢軽瑠｣ ｢屠柵｣
H Tl ゝ　　　　　　　　　　　トヽ吋h　　　　　求心せれ　　　　　　･1　　　　　舟+t->中b.　　　　　　ケtt　　　か心中か　　　～'tb　　　　も舟

｢R肇｣ ｢相異昔毎朝｣ ｢重囲｣ ｢保釈｣ ｢｣｣礎｣ ｢盟璃｣ ｢転剖｣ ｢報uJ ｢富静｣｢華｣

であって,ここでも,制度語や,仏教語など,他に広く見出し得る語菜が多い｡従ってこれ

等の語菜を除外してみると,本資料でも,一昔に固定した字の比率が高くなるのである｡

さて,以上, 4資料について,一字に一定の音が結び付く傾向が有る事を推定論証した23)

(以後これを常用音と呼ぶ事にする)｡但し,今まで見た所で明らかな如く,この常用音は

各資料を通じて,必ずしも一定ではない｡即ち例えば,武は楊守敬本ム,真福寺本以下ブ,

邑は楊守敬本オフ,真福寺本以下イ7,謁は和泉往来㊦ツ,高山寺本等エツ,納は和泉往来

ダフ,高山寺本ナ7,という様に揺れが存する｡然しながら,この様な字は全体的には限ら

れたものであって,総体的には,各資料を通じて,常用音は一定していたと言って差しつか

えないであろう｡この揺れという事象は,同一資料内に於いても僅かながら存する｡例えば,

既に指摘した真福寺本の操蹄を表ではニウリン,裏書ではジウリンと読んだ例,和泉往来の

｢軸ヤ:錆=宍｣ ｢替瞥F.精心)S｣,或いは尾張国解文の｢軍瑚三言h岩大cy,｣ ｢各だ宝｡荒木ト｣

22.漢呉混読は古くは無かったと説かれるけれども,この様な例を見ると,かなり早くから変体漢文の

漢語には用いられていた事が解る｡無いというのは,専ら仏典,漢籍或いは和文の場合に観点が据え

られていた為であろう｡
23.尚本稿では本来異音異義の字が日本字音で一昔に包括される場合の固定化については問題が更に広

範になるので不問とする｡
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｢乾1齢三約g3小NJ ｢敢甘芸か岩大LL,｣などほ揺れの顕現したものと認められる.勿論これ等

の例の存在は,一昔固定化の傾向に反するものではあるが,それが,固定化の傾向の存在を

否定するものとはならないと考える｡

さて,同じく漢語とは言っても,如上の実際の加点資料中のものと,色英字類抄,或いは

節用集の様な字書に登録されたものとは,勿論同一次元で考えてしまう事は許るされない｡

それは,両者の読み方に相違p)有る例が多い事に依って直ちに気づく所である｡しかし,こ

の一字一昔固定化の事象は,両者に共通する基盤として存在していたのではないかと考える｡

例えば, ｢逃｣という字に例を取ると,変体漢文訓読には全て｢テウ｣の呉音形しか用いら
●  ●

れていない｡色菓字類抄の逃を含む熟語も｢頴U仙川･規岬帖1† ･照1甘トbAl口･識建一トか小･識

督卜Mh ｡葉蘭Lト叫､｣ ｢配煮仙心｣の様に,漢呉混読をしながらも全てテウで読まれている｡こ

れは,デウニ逃キクウという固定が,両者の基盤に有った為に他ならないと思う｡

以上,説き残した点が多々有るが,後日を期したい｡

(1972. 9. 10. )




